
　　　　　　四塩化炭素の分解度試験成績報告書

　　分　子　式　　CC偽

　　構　造　式
　　　　　　　　　　　C£
　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　C巳一。－C旦
　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　C且

　　　　性　状　　外観：無色液体　　沸点：76ン℃

　　　　　　　　　雌：磯1．589

　　　　　　　　　溶解性：対水1皿／2000ml

　　　　　　　　　　　　　対有機溶媒アルコール，ベンゼン，エーテル等に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による）

1難鮎一一一坊
　　　試料濃度：｛00P即汚泥濃度＝50四試験期間：2週間

　5．1　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機（揮発性物質用クーロメーター）

　義2　酸素消費量抑」定

　　　　　＆1の記録に上る

4・試験期間　 昭和55年4月27日～昭和54年4月9日

2．　試　料　名　　四塩化炭素（試料姦K－64）

5　試験方法及び条件

5、5　試料の採取

　　　　供試物質50㎎相当を比重換算し、惇鳳をマイクロンリン

　　　ジにて培養液に注入した。

　　　　　　　t589　×　19μ1＝3［上2㎎

義4　クーロメーターヘのセット状況

　　一…　　一　　一　　　　－一一一一’一　一…一一　一一一■”　　一一　一’…一一　一　丁　　一』一　…一一　一

　　　　　　！　　状　　　　　　況　　　　　　　l　pH　－－『一一＿　　1　一一．一．．．．一．．．．．『一■一『＾一一一．一一一＿一一一L一…一一．一．一…一一一一

仕網綱は培養ビンの弾んだ一1一

蓋面一　二…一　一一㎜コ’一r一
　　　…十■一一・一…・・一・』一一⊥

　　終了時　』供試物質は見分けられなかった　　　　　一　　一．．．．一．一一L旧．一．．…””一一－一一一一．．一一一一一一　．一一一一．一一一…一

義5　生分解試験後の直接定量法

　　⑥　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FエD

　　（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　瞳ゑ』淘

　　　　　　　　　　　　　　t・冷却

　　　　　　　　　r一”一・一”一」

　　　　　＿．」　　　1

　　　　　匹璽淳磁器
　　　　　　　　　　　　　　　・静置

　　　　　　　　　　　　　一」一

　　　　　　　　　　　　！i二■璽遡



　（句　分析条件

　　　　全有機炭素分析計（T　O　C計）

　　　　　流速　T　C回路　200mユ／血

　　　　　温度　TC炉　　950℃

　　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器FID

　　　　　キャリアガス　　N2

　　　　充てん剤　15多TC吻ロモソルブW
　　　　ステンレ｛スカラム　　　5皿且φ×5皿

　　　　　カラム温度　 70℃

4．試験結果

［
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼう　　コ　　　　ロ　　リド　　し　　ララじ　　一層　　　　ラ　　　い　　　　ロ　　　　　　　　　　ロラ

　　　　　　　　　　　　璽卵割．付．…剣　　　．．．　．』

　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　’11一
　酸素消費量による結果　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　…ヨマコ　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一
　　Toc計による結果　　　　　　　　　　　　　　0

G　Cに　よ　る結果 ＊（一）

＊　負の値を得たので（一）とした

以下次頁に続く

5 2

5．考　　察

　　供試物質は蒸気圧が115㎜Hg（25℃）　PP7ゑ7℃で揮散性

　が高いことが予想される。

　　　G　C測定の結果、2週間後の残留率は水系656％、汚泥系

　　6a5勇であった（図一・：5　表一2参照）。

　　「また分析操作での回収率は水系8叱8多、汚泥系85．1％であ

　りこれよリクーロメータ一中のみでの残留率は

　　　　（薔農x1・・）　7Z4多・汚　8a5％

　と考えられる。

　　以上より供試物質は揮散性が高く直接定量の結果は低い残

　留量を示したが値そのものには・ばらつきは少左く供試物質は

　分解性が低いと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上
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